
　　セビーリャの通商院とヌエバ・エスパーニャの

　　コンスラードについて

　　　　　　　一商事裁判管轄権をめぐってｰ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中川和彦

　　１

　コロンブスのアメリカ「発見」は旧世界と新世界の間の交易活動を生ぜ

しめる。スペインは新世界，すなわちインディアスの富を獲得し，インデ

ィアスに入植したスペイン人の生活用品をスペインは輸出する。この交易

において，スペインは，国家というよりも，王権が独占をはかり，重商主

義，むしろ，重金主義（bｕllonistａs）l）と表現される姿勢をとる。

　スペインというよりカスティーリャは，1503年に，早くも，国の機関

として，通商院を設置し，他方，商人の組織として，インディアスの地の

ものまで含めて，コンスラードをおき，商業交易活動を統制・規律する。

　この通商院は商人の取引について裁判管轄権を有し，また，インディア

スのコンスラード（商人の同業組合）は，本国のそれと同じく，裁判管轄

権が認められ，これらを通じて，「商法」がインディアスの地で展開する。

　筆者は，このインディアスにおける「商法」の展開を考察するにあたり，

本稿で，さしあたり，通商院およびコンスラードの商事裁判管轄権の展開

を，地域をヌエバ・エスパーニャ（現在のメキシコ）にしぼりながら，瞥

見しようとするものである。その叙述を，重商主義の一例とされる，スペ

インとインディアスの間の商業交易の素描から始める2）。

　　1) Fernando Vazquez Armino,Ｄｅｒｅｃｈｏ Ｍｅｒｃａｎtil.Ｆｕｎｄａｍｅｎtｏｓｅ Ｈｉｓtｏｒia,

　　　1977, Mexico (Editorial Porrua, S. A.), p. 112;細野昭雄『ラテンアメリカの
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　　　経済』, 1983,東京大学出版会，１１ページ。

　　2）同旨。 Carlos Diaz Rementeria, InstitucionesEconomicas y Mercantiles,en

　　　（/石ぶzθΓ沁＆?/ Deだ油θかぶano, 1992, Madrid : EditorialMAPFRE, S. Ａ.〕,p･

　　　369.

　　2

1　コロンブスの「発見」からしばらくの間，大西洋をまたぐ商業交易は，

スぺイン本国からインディアスの植民地への人員および補給物資の輸送の

言わばつけたりにすぎなかった。入植者たちはパンのための小麦，ワイン，

オリーブ油，伝統的な甘味，馬，その地の家畜を必要としていた。これに

対し，当時，インディアスには，金以外には交換するものはほとんどなか

った。そのため，インディアスに航海した船舶の多くは，復航に運送する

ものはなく，たとえば，1520年に，インディアスに到着した船舶71隻の

半数は現地で売却され，スペイン本国に帰らず，カリブ海の航海に用いら

れた，と言われる1）。

2　征服，略奪，アメリカ大陸本土への進出，その後のメキシコおよびペ

ルーの銀鉱山の開発，これらが大西洋貿易の規模および性格を一変させる。

1530年後，多くのスペイン人が冒険と富を求めてインディアスに押し寄

せる。これに加えて，入植しているスペイン（クリオーリョ），また，ス

ペイン文化に編入された先住民および混血人（メスティーソ）たち，この

ような人たちがヨーロッパ製品の市場を拡大する。 1506年から1550年の

間に取引量がおよそ10倍に拡大したと言われる。他方，メキシコ，ペル

ー，およびヌエバ・グラナダ（コロンビア）の金銀などの貴金属に加えて，

カリブ海周辺で産出される染料，薬草，砂糖，タバコ，チョコレートなど，

インディアスからスペイン向の輸出品が増加する2）。

3　スペインの対インディアス商業交易が隆盛であったのは1504年から

1610年で，18世紀には落ち込む。この拡大の趨勢は，時期的には，征服
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・殖民・鉱山開発の発展の時期と一致しており，ヨーロッパ製品に対する

市場の初期の成長は，移住などによるスペイン人，また，スペイン文化に

編入された混血入の人口の増加の反映でもあった。これに対し，衰退は，

植民地市場へのスペインの供給能力の不足，密貿易，外国の圧力，また，

植民地の，輸入品に対する代替品製造能力の成長に関連した。

　1550年から1562年にかけて，大西洋貿易は，一時，下降線をたどる。

これは，先住民の財産を略奪しつくし，銀の産出量がスペインからの輸入

に引き合うに足りなかったからであり，インディアス向けのスペインの輸

出が減少しだのは当然であった3)。

4　1560年代，アマルガム法の採用により，銀の産出量が急増し，1592

年，大西洋貿易は頂点に達する。しかし，その頃，インディアス現地の農

業も発展し，小麦，ワイン，オリーブ油の生産も増加し，農産物の輸入は

減少に転ずる。これに代って，織物，工業製品の輸入が増加する4)。

　1570年代，マニラとの貿易取引が定期的に始り，1582年，スペインは

これを制限するに至る5)。 1590年代，メキシコの商人はペルーのリマ，あ

るいはアジアとの交易の仲継の役割を果すようになる。アジアから中国の

絹，陶磁器などが輸入され，メキシコから銀が輸出される。東アジアの貿

易の決済(？)にメキシコの銀貨が用いられるようになる6)。

5　インディアスの富の規模がまだ明白でなかった頃，カスティーリャの

王権は，インディアスとの商業交易を自己の財政上・政治上の利益のため

に統制しようとする。そのため，1503年，インディアスとの貿易商品は，

アンダルシアのセビーリャ港で船積みし，陸揚げすることを義務づける。

そして，同じ年，セビーリャに通商院を設置し，インディアスとの商業交

易をその監督の下においた7)。

6　1542年８月23日付の王の処置規定(Real Provision)をもって，セビ

ーリャにコンスラードがおかれた。これは，ブルゴス，バルセロナなどの

商業活動がコンスラードの設置により繁栄していることにならってのセビ
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－リャの商人たちの要請に応えるものであった8）。

　セビーリャのコンスラードも，商入たちの利益を代表する・擁護するこ

とを目的とする同業組合であり，通商院の委任をうけて，インディアスと

の交易の統制，規律にあたったのみならず，種々の租税公課の徴収も代行

し，また，紛争解決のための裁判権も行使した。

7　16世紀末のオランダの独立，イギリスの台頭，加えて，海賊（フラ

ンスの）の跳梁により，スペインは大西洋貿易の船舶の保護のため，護送

船団方式を採用する。 1543年からこの方式による航海が義務づけられ，

その経費のため軍艦護衛税(averia)が課せられる。

　この方式の下で，1561年から２つの船団が編成される。第１の船団（い

わゆるflotas)は，５月，ヌエバ・エスパーニャ向のヨーロッパの製品を

積んで，べラクルスを目指して出航する。帰路の積荷はメキシコの銀，染

料，皮革などであった。第２の船団（いわゆるgaleones)は，８月，セビ

ーリャを出航し，ヌエバ・グラナダ（現在のコロンビア）のカルタヘナに

向い，そこから，さらに，パナマに航海を続けた。パナマのノンブレ・デ

・ディオス（Ｎｏｍｂrｅde Ｄｉｏs）（現在のポルトペロPortobelo)で，商人た

ちは，ペルーから海路（太平洋），さらに，パナマ地峡の山岳を越えて運

ばれた銀と引き換えに，輸入品を受けとる。これらの商品は，また，同じ

道を，ロバの隊列で地峡の山岳を越え，パナマ市から，海路，ペルーのカ

リヤオ（Ｃａｌｌａｏ）（リマの外港）まで運ばれた。ペルーの商人は，実入りの

いい取引の後，商品を南米の各地に送り出した。当時，開港を許されてい

なかったブエノス・アイレスの人々は，チリからアンデスの山々を越え，

さらに，パンパスの平原を横断して運ばれた商品を入手するのであった。

　メキシコおよびペルーの銀を積込んだ２つの船団は，キューバのハバナ

に集結し，翌年の春，スペインヘの帰途につくのであった9）。

8　この護送船団方式の定期的入港の商品供給は，豊富な資金を運用でき

るコンスラードの商人に有利で，彼らは輸入商品の高価格安定に努力す

　　　　　　　　　　　　　　　－38－



る10）

　メキシコ市およびリマ市のコンスラード（1592年，1613年に認可）は

輸入商品，その多くは織物を大量に買入れ，それを直営店，あるいは小売

業者を経由して，販販する。一部はコレヒドール（代官）やアルカルデ・

マヨール（郡奉公）を経て，先住民に売られた11）。（いわゆる商品のレパ

ルティミエントrepartimiento ｄｅｂｉｅｎｅs）12）

9　やがて，16世紀末から17世紀の始めにかけて，この護送船団方式は

衰退し，定期的な船団の発航は減少し，1680年から1699年の間，パナマ

向に発航した船団は４しかなかったと言われる。これは，スペインの経済

力の低下，また，オランダ，イギリスの海軍力の強化を示すものであった13）。

　　1) Mark A. Burkholder and Lyman Ｌ. Johnson, Coloni�む2tin America, Third

　　　edition, 1998, Ｎ. Ｙ. and Oxford (Oxford University Press), p. 144.

　　2）　Burkholder and Johnson.ibid.

　　3）　Burkholder and Johnson.ibid.

　　4）　Burkholder and Johnson, ibid.

　　5）メキシコのアカプルコ港とフィリピンの７ニラとの間の太平洋を横断する

　　　定期貿易は1565年（永禄８年）に始り，1815年に終了する。この航海に用

　　　いられた船舶がNao de China またはGaledn del Pacifico と呼ばれ，マニラ

　　　で建造されたと言われる。 1613年（慶応18年）の支倉常長のローマヘの旅

　　　は，この貿易船に便乗して行われた。詳細は，手もとにある下記を参照され

　　　たい。

　　　　Femdndo Benitez y otras,Ｅｌ ＧａｌｅｄｎｄｅｌＰａｃｉｆｉｃｏ.Ａｃａｐｕｌｃｏ－Ｍａｎｉｌａ1５６５~

　　　1815, 1992, Mexico (Gobiemo Constitucional del Estado de Guerrero)｡

　　　　駐日メキシコ大使館編『日墨修交通商条約締結百周年記念　アカプルコの

　　　交易船ガレオン展』，1988年，駐日メキシコ大使館。

　　　　松田毅一『伊達正宗の遣欧使節』，昭62年，新人物往来社。

　　6）東洋に流布したのは９レアル貨，通称タレルあるいはドラーで，フィリピ

　　　ン航路による。詳細は下記を参照されたい。

　　　　小葉田淳『金銀貿易史の研究』，1976年，法政大学出限局, 121ページ以

　　　下。

　　7) Burkholder and Johnson, 卯｡�。P. 146｡
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8) Lutgardo Garcia Fuentes, El Comercio Espahol con America (1650~1700),

1980, Sevilla (Escuela de Estudios Hispano-Americanos/Diputacion Provincial

de Sevilla),p. 23.

9) Burkholder and Johnson, op. cit, p. 147 : Antonio Dougnac Rodriguez,

Manual de Historia del Derecho Indiano, 1994, Mexico (Universidad Nacional

Autonoma de Mexico), p. 90

10) Burkholder and Johnson, op. cit.,p. 148.

11) Burkholder and Johnson, op. cit, p. 147.

12) (Niiiftijf ＼77-yT* 'J#&coMJ, 2000^, f-MWm, 321 ^-vo

13) Burkholder and Johnson, op. cit.,148.

　　３

１　インディアスと呼ばれた新領土の獲得は当時のカスティーリャにとり，

予期していたところを，けるかに越えるもので，その行政あるいは統治は，

対処にせまられて，その時になって，慌てて準備されたものであった。こ

のことは筆者は別著で指摘している1）。商業交易の規制もそうであった2）。

2　通商院の設置まで，カスティーリャのカトリック両王（フェルナンド

王とイサべル女王）に代って，新世界への探検行あるいは入植の諸問題の

衝にあたったのは，ロドリゲス＝デ＝フォンセカ師(Juan Rodriguez de

Fonseca) (1451年生，1524年没）であった。ロドリゲス＝デ＝フォンセ

カは名門の出自で，1484年，イサべル女王の王室付司祭に任命され，カ

トリック両王の信任厚く，正式の官職に就くことなく，カトリック両王に

代り，両王の名において，インディアスの諸問題の処理にあたった3）。

3　インディアスの経営について最初に定められた法規定は4），コロンブ

スの第２回の航海の出発の前に発せられた，1493年５月29日の「インデ

ィアスに発航し，新入植地で良き統治をなすため，クリストバル・コロン

ブス提督宛のカトリック両王の訓令」(Instruccion de los Reyes Ｃａt611COS

al Almirante don CristobalColon, asi para el viaje que iba hacer ａlas

Indias como para el buen gobiemo de 皿eva colonia(Barcelona ａ２９de
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mayo 1493))である5)。

　この訓令は全文18項から成っており，細部にわたって規定し，随所に，

前述した｢フォンセカ，コロンブス両名の合意の下で｣という文言が目立

つ。

　この訓令が発せられる数日前に，カトリック両王，コロンブス，または

フォンセカの許可なしに，何人も，また，いかなる物品も，インディアス

に運送できない，旨を命ずる王の処置規定が発せられている6)。

　これらから，対インディアスの商業交易の王権による規制の萌芽を推察

することができよう。

４　探検・征服の進展にともない，対処すべき問題が山積する。ロドリゲ

ス＝デ＝フォンセカ自身も多忙で(1502年，カトリック両王の息女カタ

リーナ＝デ＝アラゴン姫のイギリスヘの輿入れに際し，随行する)7)，ロ

ドリゲスェデ＝フォンセカの協力者であったピネロ(FranciscoPinelo)が，

ポルトガルの先例にならって，通商院の設置を提言する。

　1498年に，バスコ・ダ・ガマ(Vasco da Gama)がインドのカリカット

に到着し，インド航路が開拓され，輸入される香料を一手に販売する機関

として，リスボンにカーザ・ダ・インディア(Casada India)が設置され

る8)。このことが通商院の設置を触発したようである9)。

　その頃，需要の多かった香料をインディアスが産出するものと期待され

ており，その香料を王室の独占として，通商交易することも通商院設置の

一つの理由であった。また，カスティーリャは，すでに，アフリカの大西

洋沿岸と交易しており，交易商品の５分の１を徴収するための機関がカス

ティーリャにあったことも，通商院の前身と考えることもできよう1o)。

5　1503年１月20日付で，カトリック両王が発した条例(Ordenanzas)

により，通商院(Casa de Contratacion)がセビーリャに設置された。この

条例は全文20件の法条から成り，通商院の主要な目的は，新世界発見の

航海にカトリック両王の出損した出資の見返り分，さらに，インディアス
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との交易に関連して，コロンブスと約定した留保の確保および管理であっ

た。通商院は，その名称が示すように，カトリック両王の特別の商館

(factona)となることが予定されていたようである12)。

　通商院の役職として商務官(factor),財務官(tesorero)および記録官

(contadorｏescribano)の三者が規定された(1503年条例第４の法条)。

　商務官は，その名の如く，商取引にあたり，財務官は物品・商品・金銭

の領収・管理にあたり，記録官は帳簿に物品・商品・金銭の出納を記録し

た(第４の法条)。商務官と財務官の重要な職務は交易に適した商品の選

定，船舶の発航時期の決定(第６の法条)，船長，船舶に乗込む書記の任

命(第８の法条)で，記録官には，インディアスから輸送される金を商務

官と財務官の立ち合いの上で領収し，その計算書をカトリック両王に報告

する義務があった(第12の法条）Ｂ）。

　1510年６月15日，通商院についての新たな条例が発せられる14)。これ

は，1503年の条例より長く，35の法条から成り，1503年条例の繰り返し

もあったが，通商院の業務について，執務時間の指示(第１の法条)など，

具体的なことにふれるものもあった。

　こうして，1503年の条例で輪郭が明確でなかった通商院の職務権限は，

時がたつにつれて，次第に鮮明になっていく15)。他方，通商交易の困難さ

というものから，通商交易は，通商院の監督の下で民間人に委ねられるよ

引こなる16)。そして，通商院は商館ではなく，対インディアス商業交易を

統制する一種の官庁に変身し，広範な行政・立法および司法権が与えられ

る17)。

　こうして，王権の利益の擁護に加えて，船舶の艤装，インディアス向に

出発する探検隊・船団の企画・許可，植民地に移住を希望するスペイン人

移民の規律，インディアスとの商業交易の許可，商品の海上運送の監視・

規律，運送に関する租税公課の賦課・徴収，植民地での道路・橋梁・旅宿

等の計画・建設，さらに，商人間の紛争，対インディアス商業交易につい
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て制定された規則・措置違反を審理し，判定することも通商院の権限とさ

れた18)。

6　1503年の条例は通商院の司法機能について明示していない。しかし，

通商院は，当初からこの機能を，事実上，有していたようである。

　1508年，女王フアナ(Juana La Ｌｏｃａ)(在位1504年～1555年)の下で

発せられた条例は，｢発見｣後，カトリック両王が付与したものとしての

司法権について言及している19)。コロンブスが提督かつ副王として，漠然

としたものにせよ，司法権を与えられていたことは事実である(第１回の

航海に先立って，カトリック両王とコロンブスとの間で締結されたサンタ

・フェ協約書の第４項)。

　ともあれ，通商院は，当初から，規則の違反に関する事案，また，商人

および対インディアス海運関係者の間の紛争について司法権を行使してい

たようである2o)。その結果，程なく，普通の裁判所の管轄権に抵触し，軋

轢を生ずる。

　1508年，フェルナンド王(フアナ女王の精神異常のため，攝政の地位

にあった)は，通商院にインディアス関係の事案の裁判権を付与しており，

セビーリャ市関係者に関与しないことを求める，王の処置規定を発する21)。

　通商院の裁判管轄権は，1511年の条例で定められ，基本的には，イン

ディアスとの商業交易および航海に関連する事案についての民事および刑

事裁判管轄権が確認された。そして，裁判の審理には，通商院の役職三役，

すなわち，商務官,財務官，および記録官が｢役職裁判官｣｢｣ueces oficiales)

としてあたるものとし，それを補助するものとして，法律顧問(asesor

letrado),監察官(fiscal),書記官(escribano)などがおかれた22)。

7　1524年８月１日，インディアス諮問会議(Real y Supremo Consejo de

las Indias)が設置される。その主たる職務は，インディアスに関する事項

についての王権への意見の具申であって，立法，行政，司法，財政，およ

び軍事にわたる広範なものであった23)。
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　司法面では，インディアス諮問会議は，民事および刑事両者について，

最高裁判所であった。こうして，通商院は，裁判所として，その｢判決｣

はインディアス諮問会議に上訴が許されるという意味で，他の機関から独

立した存在となる24)。すなわち，通商院の判決の執行をめぐって，セビー

リャの(聴訴院の)裁判官との紛争が，それぞれを所管するインディアス

諮問会議とカスティーリャ諮問会議の間の紛争となっていたが，1539年

の条例はこれに終止符を打つ。

　この条例により，通商院は，インディアスとの商業交易および航海から

派生する訴訟の管轄権を有するが，４万マラべーディスを越える事案の訴

はインディアス諮問会議が管轄することになる。

8　1543年８月23日付の国王カール５世(スペイン国王としては，カル

ロス１世Ｃ�ｏsl)の王の処置規定により，セビーリャのコンスラードの

設置が認可される。このコンスラードの正式の名称はUniversidad de

Cargadoresde Indias (インディアス運送人同業組合)という25)･26)。

　このコンスラードの設置は，インディアス交易の独占にともなうセビー

リャにおける商業取引の拡大により，通商院に持込まれる紛争の急増を背

景にして，セビーリャの商人たちが，バルセロナ，バレンシア，ブルゴス

のコンスラードの先例にならう形で請願した結果であった27)。

　コンスラードは，当初，通商院の一室で業務を始め，通商院とは密接な

関係にあった。そして，インディアスにおける商取引に起因する紛争を管

轄した。しかし，他の司法機関，特にセビーリャの聴訴院との関係もあり，

その立場は微妙であった28)。

　コンスラードの組織および運営について，通商院の条例(Ordenanzas de

la Casa de Contratacion)に定められている29)。これによれば，セビーリ

ャのコンスラードが管轄したのは，インディアスに運送される商品に関す

る商人間，会社と代理商間の一切の紛争，売買，交換，保険，会社，傭船，

および代理権に関する一切の紛争，さらに，インディアスにおける交渉。
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交易，および商品に関するすべての事案で，コンスラードは，商人の流儀

で，遅滞なく，簡潔な手続で，聴聞，判定することになっていた（インデ

ィアス法令集成第９編第６章第22の法）。

　紛争の場合にとられる手続は，地のコンスラードと同様に，簡単であっ

た。商人から互選された１名の頭（Prior）と２名の領事(consul)により構

成される裁判所が，略式で，すなわち，形式にわずらわされることなく，

迅速に，その管轄する事案を判定した3o）。

9　通商院のためと言われる商業交易の「独占」は，1790年６月18日付

の勅令(real decreto)により廃止されるまで，約３世紀近く続いた。もっ

とも，その廃止の前から，徐々に通商院はその権限または権威を失いつつ

あった。その原因として，いろいろのことをあげることができよう。たと

えば，アメリカ（インディアス）の若干の地への発航の認可権を地の機関

(Caracas向にCompania Guipuzcua に，また, Campeche向にCompaiiia

de Galiciaに）に付与したことである。また，インディアスとの通商交易

を，セビーリャ以外の港(Cadiz, Alicante, Cartagena, Malaga, Barcelona,

Santander, La CorunaおよびGijon)に認めたことである。そして，これ

に追い討ちをかけたのは，1778年10月12日付のカルロス３世の通商交

易の自由化のプラグマーティカ（王諚）であった31）。

　　1）中川，前掲書, 271ページ。

　　2）細野，前掲書，12ページ。

　　3）ロドリゲス＝デ＝フォンセカについて下記を参照されたい。

　　　　Almudena Hernandez Ruigomez, Rodriguez de Fonseca, Juan (1451~1524），

　　　ｅｎ〔£nciclopedia de?HistoΓia de E.ぷpafiaぷrigida pθr Miguel Artola, /Ｖ ｡゛

　　　Diccionario biogrdfico, 1991, Madrid : Alianza Editorial, S. Ａ.〕,p. 739y sgte.

　　　　上の人名辞典のタイトルのように，「ロドリゲス＝デ＝フォンセカ」が正

　　　確な姓である。一般に，たとえば，後掲する1493年５月29日付の「指令」

　　　（本章の注5）では「フォンセカ」と呼称してあるが，筆者は，本稿では，

　　　正式の姓で呼称する。

　　4) Jose Cervera Pery, 加ａぶa de Contratacion y el Consejo de I心細ぶμＪ
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Historia de Espana dirigida por Miguel Arlota, V: Diccionaria temdtico, 1991,

Madrid : Alianza Editorial], p. 344.

28) Enriqueta Villa Vilar, El Poder del Consulado sevillano y los hombres de

comercio en el siglo XVII: una aproximacion, en {Relaciones de Poder y

Comercic Colonial, 1999, Sevilla : Escuela de Estudios Hispano-Americanos],

p. 9.

29) ZtD&ffllt [J >T4 7X$HHfcj£J %9%M6MliZi8.XtibtiX＼<*Z>o

Recopilacion de Leyes de los Reynos de las Indias, Tomo Tercero, (Repro-

duction en facsimil de la edition de Julian de Paredes de 1680), 1973, Madrid

(Ediciones Cultura Hispanica), p. 165 y sgtes.

30) Vazquez, ob. cit, p. 114.

31) Vazquez, ob. cit.,p. 116.
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1　1592年６月15日付のフェリーペ２世(Felipe II)(在位1556年～

1598年)の勅令により，メキシコ市のコンスラードの設置が認可された1)。

これは，メキシコ市のカビルド(市議会)の要請に応えるものであり2)，

スペイン本国，特に，カディスの商人たちの活動に圧倒されていたメキシ

コの商人たちが，それに対抗するため，という事情もあったようである3)。

　コンスラードの組織および運用を規律する条例(ordenanzas)の準備に

設置の認可時に２年の猶予が与えられるが4)，コンスラード内部で，ブル

ゴスやセビーリャのコンスラードの条例を参考に起草され，これが，イン

ディアス諮問会議の1603年６月19日と1604年７月４日の裁決(autos)

で監修の後，1604年10月20日，フェリーペ３世(在位1598年～1621年)

により認可される5)。

2　条例前置文の文言によれば，メキシコのコンスラードの正式の名称は，

次のように，長いものである。｢メキシコ市，ヌエバ・エスパーニャ，ガ

リシア新王国の諸地方，ヌエバ・ビスカーヤ，グァテマラ，ユカタン，ソ

コヌスコの商人，ならびにカスティーリャ諸国，ピルー，フィリピン諸島。
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および支那で商う商人の同業組合｣(Universidad de los Mercaderes de

esta Ciudad de Mexico, 6 Nueva Espana, y sus Provincias del Nuevo

Reyno de Galizia,Nueva Vizcaya, Guatemala, Yucatan, y Soconusco, y

de los que tratanen los Reynos de Castilla,Pirn,IslasPhilipinasy China)

という6)。

　この名称があまりにも誇大であるとして，条例を監修した裁決は，フィ

リピン，支那の削除を命じている7)。

3　条例には，コンスラードの管轄に関する明文の，具体的な文言はなか

った。前述したコンスラードの名称から推測するしかなかった。その司法

管轄権は，ヌエバ・エスパーニャ，ヌエバ・ガリシア，グァテマラ，ソコ

ヌスコ(今のチャパス)およびユカタンに及んだ，と言われる8)。

4　メキシコのコンスラードの職務は，大ざっぱに言って，立法，司法，

行政，財政，および軍事の５部門に及んだ9)。コンスラード設置の目的が

商業の保護・振興であり，商事に関する一般の利益となる事業の執行にあ

たった。病院・道路・橋梁の建設もそうであったし，軍艦保護税の徴収，

スペイン本国からの商船のベラクルス港入港の確認もあった1o)。

　しかし，コンスラードの主要な機能は司法であった11)。

5　メキシコのコンスラードの組織および訴訟手続は，セビーリャのコン

スラードのそれとほぼ同じ，商人から選ばれた１名の頭と２名の領事が裁

判所を構成した12)。

　メキシコのコンスラードの裁判管轄におかれたのは，商事または，商事

に関連する事案についての商人間の紛争であって，非商人間，または，商

取引と無関係の事案についての商人間の紛争には及ばなかった。(1677年

３月23日付裁定）１３）。そして，商取引に起因する，商人と非商人との間の

紛争の場合，商人が被告であれば，コンスラードの裁判管轄に服し，逆に，

商人が原告であれば，通常の裁判所の管轄であった14)。

6　裁判管轄の帰属をきめる基準の一つが商人・非商人の別であった。す
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ると，商人とは，その頃，どのように考えられていたのであろうか。

　その頃，カスティーリャのアルフォンソ10世(Alfonso ｘ)(在位1252

年～1284年)が，1255年から1260年の頃に制定した｢シエテ・パルティ

ーダス｣(Siete Partiedas)が権威があると考えられており15)その第５編

第７章第１の法によれば16)，商人(mercaderes)とは，利益を得ようと，

商品を売買する者と解されており，この定義は，両替人および銀行家のよ

うに，ある物を他の物と交換する者も商人と拡張されていた。しかし，逆

に，不動産(bienes raices)の売買に従事する者は商人ではなかった。商品

は不動産ではなく，動産(cosas muebles)とされていたからである。また，

奴隷の売買に従事する者も商人ではなく，転売人(mangon venaliciario)

とされた。理性ある人(hombere racionales)に含まれなかったからであ

る17)。

　商人であるためには，動産の商い(あきない)，常習的に商うこと，さ

らに，商人の資本の大部分を商に投下することの３要件が必要とされてい

たが，これらは，商人であることの資格要件で，これは，商人の資格，す

なわち，商人として商人名簿に登録される権利を付与するのみであった18)。

　当時の｢商法｣は属人的なものであり，商人名簿への登録が，事件発生

の場合，商人資格有無を決定する法的基準であったのである。

　しかし，1719年３月４日付の勅令は，商人とみなされるためには，登

録の要件は不要であり，前述した３要件を具備することのみで定り，これ

らの要件は,公然たる評判,十分な周知，または照介で証明できるとした19)。

7　1806年８月11日，｢1796年２月22日付王令(Real Orden)によるメ

キシコのコンスラードの王立裁判所規則｣が発せられる2o)。この規則の内

容は商事訴訟の手続に関するもので，これ以上，立入らない。ただ裁判管

轄の基準の一つである商人について注目すべき規定をおいていた。すなわ

ち，コンスラードは，商人間に発生するすべての事案および取引を審理す

るが，商品，また商品に附属する物品に関するものであれば，たとい商人
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として登録されていることを問わない，と定めた（１条）。

　商人の定義，要件具備の判断などの問題の検討が残されているが，主観

的な基準と客観的な基準の折衷ともいうべきものであろう。

８　前述にしたように，メキシコのコンスラードの設置にあたり，その条

例案はスペイン本国のブルゴスおよびセビーリャの条例を参考にして起草

されている。その事情もあって，規定を欠く場合，ブルゴスあるいはセビ

ーリャのコンスラードの条例を適用する旨の文言がメキシコのコンスラー

ドの条例の随所にみられる。また，インディアスに関する基本的一般法と

もいうべき1680年の「インディアス法令集成」(Recopilacion de Leyes de

los Reynos de los Indias)の第９編のリマおよびメキシコのコンスラード

に関する第46章の第45の法は，規定のない場合，ブルゴスおよびセビー

リャのコンスラードの法令または条例が導守される，ことが定められてい

る。

　これにもかかわらず，少なくとも18世紀末に受け入れられていた慣行

では，メキシコのコンスラードの条例に規定のない場合，ビルバオ条例

（1737年）が適用された。この点について，1785年２月３日にメキシコの

コンスラードは副王に答申している21）。

　ビルバオ条例の適用は，論理的にも当然の帰結であった。当時として，

もっとも完全，かつ進歩した規範であったからである。

　ビルバオ条例は，正式には，「ビルバオ市の商人同業組合および通商院

の条例」(Ordenanzas de la IlustreUniversidad y Casa de Contratacion de

la Ｍ.Ｎ･ y M. L. Villa de Bilbao)という22）。ビルバオの商人同業組合の

創立は16世紀の初めで，17世紀に，主として，海上保険に関する条例，17

世紀に為替手形に関する条例が制定され，メキシコのコンスラードが適用

したのは，その後の1737年の条例である23）。

　この37年条例はコンスラードの組織，商事訴訟の手続のみならず，陸

上および海上の実質的の商法の規律を包含する。そして，当時のスペイン
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の商事法制の不備を充足し，改正をもたらすものであった。そして，事実

上，スペインの商事一般法となっていた24)。

9　メキシコ市以外，ヌエバ・エスパーニャに設置されたコンスラードに

ついてもふれておこう。

　1778年の商業交易の自由化は，結果的に，スペインとアメリカ植民地

の取引にプラスとなる。特に，ヌエバ・エスパーニャの取引量は急増した。

これは，同時に，商取引をめぐるトラブルも増加させることになり，その

紛争解決を管轄したのはメキシコのコンスラードである。ところが，メキ

シコ市以外の商人，たとえば，べラクルスやヌエバ・ガリシアの商人たち

にとり，メキシコ市への往復が大きな負担となった25)。

　このような商人たちの要請に応える形で，1795年１月７日付の勅令で

ベラクルス26)の，同年６月６日付の勅令でグアダラハラ(ヌエバ・ガリ

シアの中心都市)のコンスラードの設置が認可された。

　なお，これらのコンスラードの設置の少し前の，1793年にグアテマラ

ノの，1794年にブエノス・アイレスとハバナ(キューバ)のコンスラー

ドの設置が認可されており，特に，グアテマラのコンスラードの設置によ

り，メキシコのコンスラードの管轄地域は縮小された。

　メキシコの独位の直後の1821年８月，当時の統領アグスティン・デ・

イトゥルビーデ(Agustin de Iturbide)はプエブラ市のコンスラードの設置

を認可した。しかし，イトゥルビーデの失脚後の1824年，廃止された27)。

1) Vazquez, ob. cit.,p. 116.

2) T. Esquivel Obregon, Apuntes para la Historia del Derecho en Mexico,

Prologo de Julio D'Acosta y Esquivel Obregon, Tomo I, Segunda edition,

1984, Mexico (Editorial Pornia, S. A.), p. 466.

3) Guillermo Cespedes del Castillo,Consulado de Mexico, en [Enciclopedia de

Historia de Espana dirigida por Miguel Artola, V : Diccionario temdtico), p.

343.

4) Esquivel Obregon, ob. cit.,Tomo I, p. 466.
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5) Vazquez, ob. cit.,p. 116.

6) &M (D^X £ ^JlXiit h o

Vazquez, ob. cit.,p. 181 y sgtes.

7) Esquivel Obregon, ob. cit.,Tomo I, p. 467.

8) Manuel Cervantes, El Derecho Mercantil Terrestre de la Nueva Espana,

1930, Mexico (A. Mijares y Hno.), p. 28.

9) Cervantes, ob. cit.,p. 18.

10) Esquivel Obregon, ob. cit.,Tomo I, p. 467.

11) Vazquez, ob. cit.,p. 117.

12) Vazquez, ob. cit, p. 118.

13) Vazquez, ibid. ; Cervantes, ob. cit.,p. 29.

14) Vazquez, ibid.

15) *JI|, ≪#, 200^-v^To

16) Las Siete Partidas del Sabio Rey Don Alonso El Nono, nuevamente Glosadas

por el Licenciado Gregorio Lopez de Consejo Real de Indias de su Magestad,

Ano. M. D. L. V. (Edicion facsfmil por Boletin Oficial del Estado, 1974),

Partidas V-VI-VII, p. 36.

17) Cervantes, ob. cit.,p. 30.

18) Cervantes, ob. cit.,p. 31.

19) Cervantes, ob. cit.,p. 30.

20) ffiIlJ(±Tf£≪§lt&o

Vazquez, ob. cit.,p. 297 y sgtes.

21) Vazquez, ob. cit.,p. 120

22) Z<D%m*TWVL&i-2>o

Los Codigos Espanoles Concordados y Anotados, Tomo Duodecimo, 1851,

Madrid (Imprenta de la Publicidad), p. 433 y sgtes.

#bs, #hm rra^^w-ufTKWw (-･-%), ＼&mmi 30

mi^, 8-t (*IE9^)

23) Maria Jesus Mantilla Quiza, Consulado de Bilbao, en [Enciclopedia de

Historia de Espana dirigida por Miguel Artola, V : Diccionario temdtico ], p.

342.

24) Vazquez, ob. cit.,p. 120 y sgte.

25）たとえば，地方の先住民たちの動きが旅行者にとり一つの脅威でもあり，

　　グアダラハラの商人にとり，コンスラードの設置が必要であったという。当

　　時の事情は下記を参照されたい。

　　　　　　　　　　　　　　　－52－



Ruben VillasefiorBordes, El Mercantil Consulado de Guadalajara, 1970,

Guadalajara.

26) ^7?)isz<Dayz7-v<DWim^mt&W)^ZTmmm-f&o

Vazquez, ob. cit.,p. 242 y sgtes.

27) Vazquez, ob. cit.,p. 121 y sgte.

　　５

　以上，スペイン本国とインディアスとの間の商業交易を背景に，セビー

リャの通商院，およびヌエバ・エスパーニャのコンスラードの商事裁判権

の展開を素描した。

　重商主義の統制を受けながら，当時，インディアスとスペインの間の商

業交易に従事していた商人たちは，コンスラードにより，一種の自治的な

規律を試みる。無論，コンスラードの設置について王権の認可が必要であ

り，コンスラードの商人の活動の統制の一翼をになっていたとも言えるで

あろうが，コンスラードの「裁判」は法律に素人の商人による審理であり，

その意味で，通常の裁判所において発展した「法」と異質の「商法」がは

ぐくまれる。

　また，コンスラードの裁判管轄に帰属する基準の一つとして商人資格が

問われるが，その場合，商人として登録という主観的な資格づけが，次第

にくずれ，逆に，商人としての活動という客観的な資格づけとの折衷，あ

るいは，客観的な資格づけへの移行の萌芽らしきものが認められるように

なる。

　そして，18世紀，スペインの王朝のハプスブルグ家からブルボン家へ

の交替もあって，商業交易の自由化が進む中で，1737年のビルバオ条例

が，ヌエバ・エスパーニャも含めて，インディアスの地で受け入れられて

いく。この条例は，やがて，スペイン本国のみならず，19世紀に独立す

るラテンアメリカ諸国の商法典の基盤となっていった，と言われる。また，

18世紀の後半に，株式会社の先駆形態とも言うべき交易会社がスペイン。
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インディアスでも登場する。本稿で取上げることができなかったこれらの

問題は，機会をみて検討したい。
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